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 立本博文（たつもと ひろふみ）
tatsumoto@gssm.otsuka.tsukuba.ac.jp
博士(経済学・東京大学)

 筑波大学ビジネスサイエンス系教授

専門：競争戦略論、技術経営、国際経営

研究テーマ：国際競争力構築について

研究領域：ビジネス・エコシステムのマネジメント
プラットフォーム企業の競争戦略論

立本研究室の紹介
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『プラットフォーム企業のグローバル戦略
:オープン標準の戦略的活用とビジネス・エコシステム』立本博文,2017（有斐閣）
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多国籍企業学会 2017年度 学会賞（単行本の部）入江猪太郎賞
国際ビジネス研究学会 2017年度学会賞（単行本の部）
日本公認会計士協会 2017年度 第46回協会学術賞(学術—MCS賞)
組織学会2018年度 学会賞（高宮賞）著書部門
電気通信普及財団 第34回テレコム社会科学賞 奨励賞

414頁
図 80枚
表 34枚

書籍の中身
・オープン標準の頻繁な形成とプラットフォーム企業
・ビジネス・エコシステムのとらえ方
・プラットフォーム戦略の競争戦略
・プラットフォーム企業と国際展開
・共存企業/ユーザー企業との関係
・プラットフォーム企業の戦略レバー
・プラットフォーム企業の台頭と産業構造変化

日経新聞(2019.8.15)

最近の記事

Tsukuba Future (筑波大学本学のWEB)
#031：成功する企業経営のセオリーを科学する
https://www.tsukuba.ac.jp/notes/031/
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 私の研究分野は、経営学の中の経営戦略論という分野に属します

 課題を解決するために、事例研究と統計研究の2つを行います。

 事例研究では、多数のインタビューと文献資料/統計資料を使用し
て、「因果関係のメカニズム」を特定します。

 統計研究では、多変量解析などの統計手法を用いて、
「因果関係の量的なインパクトの大きさ」を推定します。

 「経営に役立つ法則」を見つけ出すことが重要なテーマです。

 次のスライドからいくつかの研究を紹介します。

立本研究室の紹介
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デザインマネジメントに関する研究

図1 アップルとソニーの意匠創作者ネットワークの推移

表4 アップルとソニーのデザイン開発の比較

原・平坂・立本(2019)
「デザイン重視の製品開発におけるデザインマネジメント」
組織科学,52(3),4-19.

• アップルとソニーのデザイン組織マネジメントは大きく異る
• アップルはデザイン組織のネットワーク密度が高く、
最大デザイングループの規模も大きい。

• ソニーのデザイン組織はネットワーク密度が低く、
最大デザイングループの規模は小さい。

• アップルは高密度組織であり、デザイン言語の一貫性を
維持しやすく、製品群間のデザイン一貫性を高くしやすい

• 一方、ソニーは並行して作業できるため、開発生産性や
製品ごとの独自性を高めやすい
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*dmyMAの偏回帰係数は	–	1.166	 
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多角化戦略におけるM&Aの効果

RHHI: 多角化事業の分散度合い(0=単一事業, 1=多角化)
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多角化度が多いとM&Aの効果はプラス
ただし、企業毎のばらつきは大きい

多角化度が小さいと
M&Aの効果はマイナス

芳賀・立本(2018)「M&A投資が企業業績に及ぼす効果の研究」組織科学,52(1),4-17.



経営学学位プログラム教員研究室紹介

(C)GSSM， 2020 7

随伴進出戦略は
現地企業提携戦略よりも
効果が大きい

現地企業提携戦略と随伴進出戦略との関係

傾向スコアマッチングによる
戦略実施群と非実施群との共変量の調整

提携オプション間の効果差

• 随伴進出戦略は取引コスト効率優位、
現地企業提携戦略はローカルアクセス優位がある

• 対象とした発電ガスタービン産業では、
同じパートナーと海外進出する効果が大きい

• 製品が複雑であるため、これを適切に処理できる
パートナー構築の優位が大きいと考えられる。

企業の国際展開に関する研究

加藤・立本(2018)「国際提携戦略におけるパートナー選択のジレンマ：
傾向スコアマッチング法を用いた実証研究」国際ビジネス研究,9(1-2), 35-54.
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オープンイノベーションに関する研究:
製薬産業における産学共同研究の実証分析

• 技術品質がよい発明は、開発プロセス品質もよい
• 産学共同発明がいつも技術品質を高めるわけでない
• 既存領域に関しては産学共同発明は、技術品質に
マイナスの効果

• 新規領域に関しては産学共同発明は、技術品質に
プラスの効果

中西・立本(2018)「製薬産業における産学共同研究の実証分析」
組織科学,52(1),18-31.


